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タイトル： 結核菌の制御を目指した葉酸を中心とした代謝経路の解析 

 

抗酸菌のひとつ結核菌を起因とする結核症は AIDS、マラリアと並ぶ世界３大感染症の

ひとつであり、世界全体で, 結核罹患数は 1,040 万（人口 10 万対罹患率 140）, 結核死

亡（HIV 陰性）数 130 万（同死亡率 17）とされる。肺結核が最も多いが全身のいずれの部

位にも病変を表すことがあり、症例は少ないものの口腔内にも病変が生じる。近年結核菌群

以外の非結核菌抗酸菌による感染症の急増が問題となっており、歯科に関連したところで

は、一昨年米国の小児歯科クリニックにおいて、M. abscessus の集団感染事例が報告され

ている。 

他の感染症と同様に結核においても薬剤耐性が大きな問題となっている。抗結核薬には

イソニアジドやピラジナミドをはじめとして他の菌に使用されない薬剤が多い。古典的な抗結

核薬パラアミノサリチル酸（PAS）もそのひとつであるが、結核菌の PAS耐性機序は長く不明

であった。我々は葉酸に関係する代謝経路に着目することで、PAS 耐性機序のひとつを明

らかにすることができた。さらにメチオニン代謝も PAS 耐性に関係する可能性があることも示

された。 

ところで結核菌は遅発育性であり、大腸菌が一晩でコロニーを形成するのに対して結核

菌のコロニー形成には 3~8 週間を要する。上記の解析を行っている途上で葉酸代謝系に

関係するある遺伝子を導入すること増殖速度が顕著に促進されるという大変興味深い結果

も得ている。本セミナーではこの点についても紹介させていただきたい。  

我々が得た知見は薬剤耐性機構の解析に留まらず、新たな結核の対策法の開発や、診

断の効率化にも結びつくと考え、引続き研究を行っている。 
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